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　八月初旬のある日の夕方、信州星野温泉のうしろの丘にちらばっている別荘の間を散歩していました。とんぼが一匹飛んで来て、私の帽子の上にとまったのをつれの子供が注意してくれました。こういうことは、この土地では毎日のように経験することなのです。

　ステッキのさきを空中に向けて直立させているとそれに来てとまる。そこでステッキを軸のまわりにしずかに回転させると、とんぼはステッキのまわるのとは反対の方向に体をまわして、周囲の空間に対して、いつも一定の方向をたもとうとする。そういう話を前日子供たちから聞いていたので、はたして事実かどうか実験してみようと私は思いました。

　帽子をはなれたとんぼが道ばたの草にうつりました。そのそばにステッキのさきを近づけて少し動かしているうちに、うまくのりうつって来ました。しずかにステッキを垂直になおしておいてそろそろ回転させてみますと、はじめは一こう気がつかないようですが、九十度以上も回転するとなにかしら異常を感ずるらしく、つかまっている脚を動かして、体をねじ向けるのです。しかしそれはわずかに十度か二十度くらい回転するだけで、すっかりもとの方向まで向きなおるようなことはありません。なんどもくりかえしてみましたが、いつも同じ結果でした。

　道路にそうて頭の上を電線が走っています。それにたくさんのとんぼがとまっていますが、みんなだいたい東を向いているのです。ステッキのとんぼが最初にとまったのと同じむきです。

　夕日がもう低くかたむいていて、とんぼはみんなそれにしっぽをむけているのでした。その時はほとんど風が無く、少なくとも人間に感ずるような空気の微動はなかったので、ことによるととんぼはあの大きな眼玉を夕日に照りつけられるのがいやで、反対の方に向いているのではないかとも思われました。

　こころみに近い範囲の電線にとまっている三十五匹のとんぼの胴体の線と電線とのはさむ角度を一つ一つ目測してよみとりながら娘に筆記させてみました。その結果を図示してみますとそれらの角度の統計的分布ははっきりと模範的な誤差曲線を示しております。三十五匹の中、九匹は大体東西に走る電線に対してそのしっぽを南へ十度ひねってとまっています。このもっとも率の多い方向から左右へおのおの三十度の範囲内にあるものが十九匹あります。つまり三十五の中の二十八だけ、すなわち八十パーセントだけは三十度以内まで一定の方向にねらいをつける能力を持っていたといえるわけです。

　のこりの二十パーセント、すなわち七匹の中で三匹だけはとほうもなく見当をちがえて、最も率の多い方向からそれぞれ百三十度と百四十度と百六十度という、むしろ反対の方向を向いていました。人間流に考えると、この三匹はのんきで無神経で、つまり環境への順応がにぶいのか、それともつむじまがりのあまのじゃくであるのかとも考えられます。しかしまた考えてみますと、とんぼの方向を支配する環境的因子はいろいろあるでしょうから、他の多数のとんぼが感じないような、ある特殊な因子に敏感な少数なものだけが大衆とはちがった行動をとっているのかもしれないとも思われました。そういうこともあるいはあるかと思われる一つの根拠は、もっとも多い方向より三十度以上のかたよりをしめす七匹のどれもがみんなその尾端を電線の南側に向けており、反対に北側にむけたのはただの一匹もなかったという事実であります。

　そのよく日の正午ごろ私たちの家の前を通っている電線にとまったとんぼを注意していますと、やはり大体統計的には一定の方向を向いていますが、しかし太陽にしっぽをむけるという仮設にはぜんぜん適合しない方向を示していました、ちょうど正午なので、たとえどちらを向いても眼玉を照らされるのは大体同じですから、この場合には多少なにか他の環境条件に支配されているだろうと思われました。

　それからずっと毎日電線のとんぼの体の向きを注意してみたのですが、けっきょくのところ彼等の体のむきを支配する第一の因子は風であるということになりました。地上で人体に感じないていどの風でも巻煙草（たばこ）に点火したのを頭上にかざしてみれば流れのむきがわかります。その程度の風にとんぼは敏感に反応して、いつも頭を風に面するような向きをとるのです。

　もっとも、地上数メートルの間では風速は地面から上へと急激に増すものなので、電線の高さでは人間の感ずるよりはいくらか強い気流があるにちがいないのです。

　谷間の土地なので、地形により数町はなれると風向がよほどちがう場合が多いのですが、そういう場合は、いつでもまたどこでも、その時その場所の風に頭を向けているのです。時刻がだいたい同じなら、太陽の方向は同じであると考えていいわけですから、太陽の影響は、いくらかあるにはあるとしても、それは第二次的以下のものであるという結論になるのです。このささやかな経験はいろいろなことを私に教えてくれました。

　最初気づいた時には、おそらくかすかな風がちょうど偶然に太陽の方向に流れていたのでしょう。それを考えないで、とんぼのしっぽをねじむけたのは太陽だと早のみこみをしてしまったのでした。

　しかしまたこのことから、とんぼのとまっている時の体の方向は太陽の方位には無関係だという結論をくだしたとすれば、それはまた第二の早合点というあやまりをおかすことになるでしょう。この点をたしかめるには、実験室内でできるだけ気流をならしておいて、その中で養ってあるとんぼに、いろいろの向きからいろいろの光度の照明をして実験することもできなくはないでしょう。しかし実験室内にとじこめられたとんぼが、はたして野外の自由なとんぼとまったく同じ性質をもつと仮定してよいかどうかという疑問が残ります。

　一等安全な方法はやはり野外でたくさんの観測をくり返し、おのおのの場合の風向、風速、太陽の高度方位、日照の強度、その他あらゆる気象要素を観測記録し、それにおのおのの場合の地形的環境も参考した上で、統計的分析法を使用して、おのおのの要素の固有の効果をひきだしてみることだろうと思われます。

　現在測候所で使っているような風速計では感度が不十分なので、なにか特別弱い風をはかるに適した風速計の設計が必要になることでしょう。また一方、とんぼの群を時にはもっとも敏感な風向風速計として利用することもできるだろうと想像されます。

　風速がもっと強ければとんぼの向きがもっと一定してくるだろうとも考えられます。その影響の量的数式的関係等もすこし勉強すれば容易に見つかりそうに思われます。アマチュア昆虫生態学者にとってはちょっとおもしろいテーマになりはしないかという気がしたのでした。

　また、とんぼがどうして風の方向を知覚して、どうしてそれに対して一定の姿勢をとるかということが、単に生物学者生理学者ばかりでなく、物理学者工学者にまでもいろいろの問題を提供するだろうと思います。
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